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平成２１年度当初予算 重点的な取組別概要 

＜みえの舞台づくりプログラム＞ 

 

新 元気１：「文化と知的探求の拠点」連携・創造プログラム（主担当部：政策部） 

     (旧 「地域の知の拠点」連携・創造プログラム） 

 

＜プログラムの目標＞  
＊「三重の文化振興方針」に基づき、県立図書館や博物館、生涯学習センター等を「文化と知的

探求の拠点」として位置づけ、機能の充実や連携強化がはかられるとともに、市町の持つ「身近

な拠点」との連携が進められています。さらに、高等教育機関との連携により、県民が個性を磨

き知的探求心を満たせるような取組が進められています。 ＊プログラム目標を変更しています。 

 
＜構成事業（担当部）＞ 

   （１）知識・情報発信図書館整備事業（生活・文化部） 

   （２）みえの文化蔵（「人・モノ」集積・発信・活用）事業（生活・文化部） 

   （３）高等教育機関との連携強化事業（政策部） 

 

＜プログラムの事業費＞                           （単位：千円） 

 H19 年度 H20 年度 H21 年度 H22 年度 

策定時の見込額 ※1  17,910 23,000 21,000 21,000 

予算額等 ※2  12,233 16,219 18,260  

※1 第二次戦略計画策定時における計画記載額 

※2 H19 年度は決算額、H20 年度は予算現額、H21 年度は予算要求額 

 

＜構成事業の目標＞ 

目標項目  H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度 H22 年度

目標値 － 4,500 件 6,700 件 6,850 件 7,000 件(1)県立図書館のレファ

レンスサービス利用件

数 実績値 3,885 件 6,620 件    

目標値 － 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

の作成 
４件 ６件 ６件 

(2)さまざまな主体が連

携して取り組む文化芸

術などを体験するプロ

グラムの実施数 
実績値 － 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

の作成 
   

目標値 － 300 人 400 人 400 人 400 人 
(3)大学等高等教育機関

の多様な知的資源を活

用する講座やセミナー

などに参加・参画する県

民の数 
実績値 － 280 人    

 

＜進捗状況（現状と課題）＞ 

・平成 20 年３月に策定した「三重の文化振興方針」では、県立図書館のみならず博物館や生涯 

 学習センター等を県の「文化と知的探求の拠点」として位置づけ、その役割や特徴をふまえた

機能の充実と連携を進め、多様な文化と生涯学習振興の総合的な展開をはかることとしていま

す。 
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・県立図書館のレファレンスサービスをはじめ、各施設が県民のニーズに対応した講座や展覧会

等の学習機会の提供を行っています。また、施設連絡会議を設置して情報共有を図り、複数の

拠点が同一テーマを掲げてモデル的な連携事業を実施しています。 

・今後は、基本計画策定中の新県立博物館を含めた各施設が「文化と知的探求の拠点」として、

より効果的な情報収集や情報提供のしくみをつくること、学習成果を活用する場や交流の場を

提供することが必要です。 

・地域の歴史・文化資産に関する情報の収集・蓄積を行うとともに、主に子どもたちを対象とし

た本物の文化芸術にふれ親しむことができる事業と人材の育成・支援を行なっています。 

・今後は、収集・蓄積してきた地域の歴史・文化資産に関する情報発信や拠点をつなぐコーディ

ネート機能の強化が必要です。さらに、将来を担う次世代育成のために、文化活動を体験でき

るしくみづくりを拠点等が連携して進める必要があります。 

・高等教育機関が知的資源をよりよく地域に還元するためには、県民の皆さんへ積極的に情報発 

信するとともに、文化・生涯学習施設や市町等との連携、高等教育機関相互の意見交換・企画

立案や地域・ＮＰＯ・ボランティアとの交流の機会を増やすことが必要です。 
 

＜平成２１年度の取組方向＞ 

① 図書館をはじめ各施設が有する機能や提供しているサービスについて、県民の認知度を高め、

利用につながるよう情報発信力を強化していきます。 
② 文化団体や拠点等と連携し、将来を担う子どもたちを対象にした文化活動のアウトリーチ事

業を実施するとともに、そのしくみづくりと人材の育成に取り組みます。 
   また、地域の歴史的・文化的資源の保存と活用に向けて、それらのデータの収集を進めると

ともに、効果的に発信・活用できるようなしくみづくりと人材の育成に取り組みます。 
さらに、各拠点がその役割や特徴をふまえ他の拠点等と連携した取組を検討するとともに、

モデル事業を実施します。 
③ 高等教育機関の知的資源の活用についても、芽生えつつある地域との連携・交流など、高等

教育機関の主体的な取組を促進し、文化・生涯学習施設や市町等との連携強化、ＮＰＯなど多

様な主体の参画を進めます。 
 
＜他の主体の参画内容＞ 

・県立図書館のボランティアは、定例会や交流会を通して館内展示や広報に参画するほか、イベ

ント時の企画運営などにも取り組みます。 

・専門的な情報やノウハウを持つ各関係機関は、県立図書館と共催で地域の課題解決につながる

ような講座を実施します。 

・県立図書館や博物館、生涯学習センター等の県の「文化と知的探求の拠点」や地域の文化団体

等は、子どもたちに対しさまざまな文化活動のアウトリーチ事業を実施します。 

・三重大学附属図書館と共同で歴史的・文化的資源のデータ収集に取り組みます。また、県立博

物館と連携して人材育成の講座を実施します。  

・拠点間連携等推進モデル事業については、各市町の文化・生涯学習施設等の協力も進めていき

ます。 

・高等教育機関は主体的に市町やＮＰＯ、ボランティアなどの市民団体等と連携し、地域活動へ

の参画や地域課題の解決への支援の取組を促進します。 
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＜主な事業＞ 

① 知識・情報発信図書館整備事業【基本事業名：12101 生涯学習環境の整備】（事業(1)） 

  予算額：(20) ６，９５１千円 → (21) ６，５６８千円 

事業概要：県民の自己実現を支援するため、レファレンスサービスなどの情報収集支援を行う

ほか、関係機関との連携による講座を実施します。また、図書館の取組をＰＲする

フォーラムを開催します。 

 

② 次世代の文化体験活動推進事業 

【基本事業名：13104 文化芸術を通じた他地域、他分野との連携・交流と発信】（事業(2)） 

予算額：(20) ４，４９３千円 → (21) ４，２７４千円 

事業概要：県の「文化と知的探求の拠点」や地域の文化団体等多様な主体が、芸術家や専門家

を学校等に派遣し、子どもたちにさまざまな本物の文化体験ができる事業を実施す

るとともに、そのしくみづくりと人材育成の取組を進めます。 

 

③ 歴史的・文化的資産データ集積事業 

【基本事業名：13104 文化芸術を通じた他地域、他分野との連携・交流と発信】（事業(2)） 

予算額：(20) ２，５８９千円 → (21) ２，６７５千円 

事業概要：関連機関と連携して歴史的・文化的資源のデータ収集と収集・活用のための人材の

育成を進めるとともに、市町等との連携ネットワークの構築や保存活用のあり方の

検討などのしくみづくりに取り組みます。 

 

④ (新)拠点間連携等推進モデル事業【基本事業名：13101 文化芸術の裾野の拡大と頂点の伸長】

(事業(2)） 

予算額：(20) － 千円 → (21) ２，６６７千円 

事業概要：拠点連携企画調整会議で各拠点間の連携に向けての取組等を検討、調整するととも

に、斎王や平安時代の王朝文化等の移動展示や体験事業を、斎宮歴史博物館、図書

館、博物館、文化振興室等が連携し、モデル事業として実施します。 

 

⑤ 高等教育機関との連携強化事業【基本事業名：51302 知的財産に取り組む環境づくり】 

（事業(3)） 

予算額：(20) ２，１８６千円 → (21) ２，０７６千円 

事業概要：県民の皆さんの地域活動への参加や地域の課題解決につながる取組を支援する多様

な講座やセミナーなどを高等教育機関と連携して開催するとともに、高等教育機関

が主体的に行う地域との連携や交流の取組を促進します。 

 


